
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和２年５月１８日 

学校名 福井市足羽第一中学校  

校長氏名  小林 孝史    

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 燃えるごみや燃えないごみの分別、ごみ袋の有効活用に努めます。 

② 節水や節電に努め、紙等の資源のリサイクルに努めます。 

③ 地域と連携し清掃活動やリサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 各フロアに燃えるごみと燃えないごみの回収箱を設置し、環境委員会で分別

を呼びかけたり、ポスター等を掲示して啓発したりします。 

② 環境委員会で節電や節水を生徒集会で呼びかけたり、ポスター等を掲示して

啓発したり、校内を巡視したりして徹底をはかります。各教室にリサイクル

ボックスを設置し、反古紙として利用したり、紙袋を作ってごみ袋に利用し

たりして紙資源の節約やリサイクルをします。 

③ 町内生徒会という組織をつくり、ＰＴＡや地域と連携して資源回収を実施し

ます。また、地域の清掃活動への参加を呼びかけます。委員会活動などを通

して身の回りの環境問題について考え、「私たちにできること」への意識を

高めます。 

④ 節電、節水を呼びかけるポスター等を各教室に掲示して、資源の有効活用へ

の意識を高める。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

③の資源回収や清掃活動では、地域の幅広い年代の人と接し、互いに協力する力を身につ

ける。 

地域の活動に率先して参加することにより、社会に貢献する活動の大切さを学び取ること

ができるようにする。 

（連携性・協力・参加） 



様式第２号                                                       令和３年２月１５日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名 

足羽第一中学校  

１ 今年度の目標（学校の約束） 

④ 燃えるごみや燃えないごみの分別、ごみ袋の有効活用に努めま

す。 

⑤ 節水や節電に努め、紙等の資源のリサイクルに努めます。 

⑥ 地域と連携し清掃活動やリサイクルに努めます。 

⑦ 月々の水道代と電気代を提示し、資源の重要性の理解に努めま

す。 

２ 取組内容 

⑤ ごみの分別の取組とごみ袋の有効活用 

・各フロアに燃えるごみと燃えないごみの回収箱を設置し、 

ごみの分別を行いました。また、空き缶やペットボトル 

の分別も行いました。定期的に校内のごみ回収を行って

いますが、その際にごみ袋の中身が少ない場合は、ごみ

をまとめて、使用するごみ袋の量を減らしました。ま

た、ごみ回収後、環境委員が再度細かく分別を行い、分

別を徹底しました。   

           

② 節電や節水、紙資源の節約・リサイクルの取組 

・環境委員会で電気料金をグラフ化したものを掲示して啓発を行いました。また、各

教室にリサイクルボックスを設置し、反古紙として利用しました。その他にダンボ

ールの回収も行いました。  

・環境委員会などのメンバーで環境問題について学習し、節電の重要性についての理

解を深めることができました。 

                 

 

 

③ 地域と連携して資源回収 

・町内生徒会という組織をつくり、PTA や地域と連携して資源回収を実施しました。

また、PTA やボランティアの生徒と協力して、環境整備作業を実施しました。 

                           

 

  

 

 

※PTA・地域をあげての資源回収（年 2回） 新聞や雑誌、空き缶、空き瓶の回収し

たときの様子 



 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

２①のごみの分別の取り組みとごみ袋の有効活用では、資源は限られており、将来世代の

ために有用に使用しなければならないことを理解することができました。（有用性・公平

性） 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

２①② 毎年継続して取り組んでいるため、燃えるごみや燃えないごみの分別や、節

電・節水の意識が着実に根付いてきています。 

２③  資源回収や環境整備作業が地域に定着し、協力する家庭が多くなってきてい

ます。また、ボランティアで参加する生徒も多くなってきており、互いに協

力することや社会に貢献する活動の大切さに気づきはじめ、ボランティアへ

の意識が徐々に高まってきています。 

【改善点】 

・環境委員会が主体となって啓発を行い、継続して取り組んでいる節電・節水・ごみの

分別などは当たり前として活動できるように推進していきたい。また、ごみの分別は

環境委員が中心となって行っているが、全校生徒の意識を高めてより分別ができる

ようにしていきたい。 


